
沃素一131の沈着速度について

の状態，とくに植物の小孔が開いているか閉じているか

にかなり微粒子の沈着が依存することを暗示しているの

で，気象要素よりは植物の状態に関係がありそうである．

　Islitzer（1962）は，直接沈着速度を測定したものでは

ないが，Chamberlain法による沈着式の質量収支から沈

着速度を求めたものがある．これには16m～4mの温

度差が測定してあるので，これを整理してみた．第7図

はこの結果で横軸に温度差，従軸に吻をとったもので

ある．この結果はある程度成層が安定になると沈着速度

が小さくなるようであるが，これは拡散式による誤差も

かなり入っているのでこのま・信用するわけには行かな
い
．
今 後気層の安定度による影響を確認する資料の集積

を待っより致し方ない段階である．

　結論
　沈着速度は，吻＝β’V＊と大体かける．安全性の評価

にはシヤー，温度，その他の影響を考え，平均値として

現状では次の値を採用するのがよい，

　　　地面に対し　∂g＝5×10－2・’V＊

　したがって気象要素としては摩擦速度を推定する方法

が必要である．
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国際会議のお知らせ
　大気輻射の会議

　IUGGのIAMAP　（lntemational　Association　of

Meteo「0109y　and　AtmosPhe「ic　Physics）の国際輻射委

員会は，1964年7月28日～8月5日にレニングラードで

会議を開く予定です．大気輻射の分野での新らしい興味

ある問題についての依頼原稿，寄稿原稿が広く論ぜられ

ます．

　プログラム予定は次のとおり：

　　大気の赤外線スペクトル

　　惑星大気における輻射理論

　　地球大気のエネルギー平衡

　　　a）自由大気中の輻射場の実験的研究

　　　b）大気力学と大循環とに関聯した輻射の間題

　　輻射気候学

　　地上設備と観測網

　問合せ先

　　Prof．」．　London

　　　Dept．of　Astrophysics　an（i　the　Atmospheric

　　　Sciences，University　of　Colorado

　　　Boulder，Colorado，U．S．A．

　　Prof．M．1．Budyko

　　　The　Main　Geophysica10bservatory

　　　M．Spasskoya7．
　　　Leningrad　K－18U．S．S．R．

　大気オゾン・シンポジウム

IAMAPのオゾン委員会は，1964年8月31日～9月5

日にアメリカ合衆国，ニューメキシコ，アルブケルクで

国際大気オゾン・シンポジウムを開く予定です．

　問合せ先

　　Prof．V．H．Regener

　　Dept．of　Physics　and　Astronomy

　　The　University　of　New　Mexico

　　1929Lomas　Boulevar（i

　　Albuquerque，New　Mexico　U．S．A．
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